
 

 

 

  



 

 

 

 

 

日本国内での CLT（Cross Laminated Timber）の利用が始まり、屋内・屋

外ともに現わしで使用される事例も多く見られるようになっています。とりわ

け屋外での現わしの使用実績として、外壁・軒裏に用いられる例が多く見られま

す。しかしながら、CLT の現わしでの使用については、木材の調湿効果による

表面の割れや経年変化による変色、カビの発生など、施工後にトラブルとなる場

合も存在し、それに付随して CLT の現わし使用に関する問い合わせも数多く寄

せられています。 

この冊子は、CLT を現わしで使用した場合に生じる問題とその対応策を Q＆

A 形式でまとめたものです。CLT を現わしで使用する際の参考にして頂けます

と幸いです。 

尚、CLT の長期的な耐久性についてはこれからも検証が必要とされます。現

状では、建物の耐久性を考慮する場合、屋外に直接暴露される部分には CLT パ

ネルの使用を避ける方が望ましいです。もし、CLT を屋外に使用する場合は、

以下に記すような耐久性を維持する対策について十分に検討し、措置を講じる

配慮をお願いします。 

 

(1)木材の保護 

・外装仕上げ、笠木又は塗装により CLT を保護する。 

 

(2)周囲の地面からの高さ確保 

・CLT を周囲の地面から 400mm 以上の高さを確保して設置する。 

 

(3)耐久性を高くする処理の検討 

・薬剤による防腐防蟻処理を検討する。 

 

※詳しくは「実務者のための CLT 建築物設計の手引き」をご参照下さい。 

 

一般社団法人 日本 CLT 協会 
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１.現わし使用の Q＆A(木材篇） 

壁に使用した CLT の表面に割れが生じましたが、 

壁の強度に問題はありませんか？ 

また、表面割れを防止することはできませんか？ 

 

A1 木材は水分の吸収・放出を行い、室内の湿度を調整する働きが有ります。水分

の放出量が多いと収縮し、暖房により室内の湿度が極端に下がった場合などは割

れが生じることが有るので注意が必要です。割れの程度にもよりますが、軽微なも

のであれば、CLT の強度等に大きく影響はないと思われます。 

防止策として、水分の吸収・放出を防ぐ機能を持った塗料を塗ることで割れの抑

制はできますが、木の持つ湿度調整機能は損なわれます。 

図１ 木材の調湿効果 
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CLTを床として使用したらカビや変色が発生しました。 

なにが原因なのでしょうか？また、どう対応すればよいでしょう？ 

A2 カビ類は木材表面にだけ発生するものと木材内部まである程度浸透して特に辺材

部分を黒に変色汚染させるものがあります。カビは木材に存在する糖類などを栄

養としていますが，濡れて木材の含水率が高くなった状態や木材表面が長時間湿

っている場合に発生します。窓際の場合は結露水の影響、RC 造の場合はコンク

リートから放出された水の影響により CLT 表面の含水率が上がり，カビ類が発生

しやすくなります。ただし，木材腐朽菌のように木材を分解することはないので，強

度には全く影響しません。カビ類を除去するには，汚染した表面を削るか内部ま

で汚染したものは木材用の漂白剤を使用して除去することになります（漂白剤の使

用はそれぞれの取扱説明書に従ってください）。 

カビ類以外による変色に関しても，水濡れが関与する例があります。水に濡れたこ

とにより，木材中の抽出成分が表面に移行し変色が生じることやさらに鉄分と関

係して黒色の鉄汚染が生ずることがあります。 

変色への対策として，先ずは濡れを防ぎ、乾燥させることが重要です。カビ類への

対策は，木材用防カビ剤または防カビ成分を含む木材保護塗料を塗布すること

で防止できます。ただし，屋外で使用する場合は定期的に防カビ剤や木材保護塗

料の再塗布などのメンテナンスが必要になります。それぞれの取扱説明書等を確認

し適切に行うことが必要です。 



 

Q3 CLTを屋外に使用した場合、表面が割れたりしませんか？ 

 

A3 屋内、屋外の使用にかかわらず木材中の水分量変化により割れが発生する場

合が有ります。特に屋外使用の際には保護塗料を用いるなどして直射日光や雨

の影響を受けにくくする必要が有ります。木材は含水率に応じて膨潤したり収縮

したりしますが、木目の方向によってその膨潤･収縮率が異なります。屋外に暴

露すると，雨水によって含水率が高くなって膨潤し，直射日光が当たれば乾燥

して収縮し，その繰り返しになります。CLTのような接着した木質材料では，割

れが発生するメカニズムは単純ではありませんが、基本的には乾湿繰り返しと

膨潤･収縮率が異なることが影響して、木材の方向に沿って割れが発生します。

屋外では水分の影響をなるべく軽減するために、撥水性を有する塗料や割れ止

め剤による塗装や雨よけが必要になりますが、長期的に完全に割れを防ぐのは

容易ではありません。 
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CoCo CLT：屋外現わし CoCo CLT：屋内現わし① 

CoCo CLT：屋内現わし② 

㈱ナカサアンドパートナーズ ㈱ナカサアンドパートナーズ 

㈱ナカサアンドパートナーズ 
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Q4 CLTの表面で木目が浮いてボコボコしています。 

A4 木材の早材（夏目）と晩材（冬目）の収縮率の違いにより生じてしまいます。 

スギ材の場合は 浮造りとしてこの様な表面の状態とし使用する場合が有りま

す。木材の特性としてご了承ください。構造上は問題ありません。  

Q5 年輪がささくれになっているため、チクチクします。 

A5 木材中の水分量変化により早材（夏目）と晩材（冬目）の収縮・膨張量が異

なるためささくれが生じる場合が有ります。この様なときはサンドペーパーでささ

くれ部を削り取るなどしてご対応をお願いします。 

晩材 
早材 



 

Q7 

A7 

A6 

Q6 経年で CLT の木口が割れたのですが、防ぐ方法はありますか？ 

 

木材中の水分量が少なくなると収縮し木口に割れが生じる場合が有ります。木

口の割れを完全になくすことは難しいですが、木材の含水率の変化が大きいこと

が予想される使用環境の場合は、割れ防止剤などを予め塗布することで抑制は

できます。 

亀裂の程度にもよりますが、軽微なものであれば CLT の強度への影響はほとん

どないと考えて良いです。 
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経年で CLT の木口からのシミが出ました。 

防ぐ方法はありますか？ 

 

マツ類，ベイマツ，エゾマツ，カラマツなどでヤニ（木材に含まれる樹脂分）

の噴き出しが見られます。噴き出して固まったものはスクレイパー等で削り取り，

ベトつくものは溶剤等のヤニ取り剤で拭くことになりますが、木材中の樹脂分を

完全に除去することは難しいです。市販のヤニ防止剤など保護塗料を使用して

染み出しを抑制する対策方法があります。 

 



 

A8 木材の為節を除くのは難しいですが、工場にてパテ補修などにより穴を塞ぐことは

可能です。施工後の個別対応が可能であるが施工業者とご相談ください。 

6 

Q8 CLT表面の節が人間の目玉みたいで気持ち悪い。 

子どもが節に指を入れてしまいそうなので、小さい節も除去してほしいのですが、

可能ですか？ 

1.節穴 2.エポキシパテ補修 

3.サンディング 4.節穴補修完了 

生節 死節、抜け節 
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工場によって節穴の補修方法が異なり、補修後の見た目が違います。 

補修方法については工場にお問い合わせください。 

・埋木による節穴補修の場合 

5.埋木補修完了 埋木 

1,ドリルによる穴あけ 2.接着剤注入 

3.埋木設置 4.打ち込み 
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屋内現わしの使用例 

すえひろフォトスタジオ・野上仙一郎 

銘建工業 新社屋 

CLT遮音実験棟 
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Q9 
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2.現わし使用の Q＆A(構造篇） 

CLT は使用環境Ａの製品を使うべきでしょうか？ 

CLT の使用状況により求められる「接着剤の使用環境」が異なります。外部で接着層

にまで湿潤状態や紫外線、風雨の影響がある環境にて使用する構造部材の場合は、

必ず使用環境 A とする必要があります。 

構造に関わる部位は「原則」ではなく 

使用環境A

直交集成板の含水率が長期間継続的に又は断続的に 19 %を超える環境，直接外気にさらされる環境，

太陽熱等によって長期間断続的に高温になる環境，構造物の火災時でも高度の接着性能を要求される環境

その他構造物の耐力部材として，接着剤の耐水性，耐候性又は耐熱性について高度な性能が要求される使用

環境。

使用環境B

直交集成板の含水率が時々19 %を超える環境，太陽熱等によって時々高温になる環境，構造物の火災時

でも高度の接着性能を要求される環境その他構造物の耐力部材として，接着剤の耐水性，耐候性又は耐熱

性について通常の性能が要求される使用環境。

使用環境C
直交集成板の含水率が時々19 %を超える環境，太陽熱等によって時々高温になる環境その他構造物の

耐力部材として，接着剤の耐水性，耐候性又は耐熱性について通常の性能が要求される使用環境。

 

使用環境の区分によって、CLT を製造するときに用いる接着剤が異なります。 

接着剤毎の特徴を把握したうえで、どの使用環境の CLT を使うべきなのか 

ご判断ください。 

 

接着剤
水性高分子-

イソシアネート系
レゾルシノール樹脂系

使用環境

軒裏・軒天以外での

屋外では使用不可

（使用環境CまたはB）

屋外でも使用可能

（使用環境A,B,C）

意匠性 接着層が目立ちにくい 接着層は黒褐色



   Q10 

CLTを屋外現しで用いる場合は、必ず雨水等の水分の影響を受けます。また，

長期間，木材の含水率が高い状態で続くと腐朽が発生し，強度の低下を引

き起こします。 

先ずは，雨に濡れないように，また，濡れてもすぐに乾燥するような構造的な

対策をとり，高含水率状態が長く続かないようにすることが必要です。その次

の対策として，このような部位には，(公社)日本木材保存協会認定の表面処

理用木材防腐･防蟻剤の塗布による保存処理を行った上に，さらに屋外用の木

材保護塗料による塗装が有効になります。また，長期間の劣化を防止するた

めには，一定期間ごとのメンテナンスが重要になってきます。 

また，CLTを屋外現しで使用する場合、接着性能は使用環境 A のものを推奨

します。使用環境 Bまたは C の CLTを用いる場合には、雨がかからない等の

対策を行う必要があります。また、防耐火の面で法規制についても確認が必

要になる場合があります（設計者のための CLT 屋外使用ガイドライン等参

照）。 

※日本 CLT 協会としては使用環境 Aを推奨します。使用環境 B・Cを用い

る場合は，設計者に判断をお願いしてください。 

10 

CLTを屋外で使いたいのですが、現わしで使っても大丈夫ですか？ 

A10 

 

「設計者のための CLT屋外使用ガイドライン」は 

一般社団法人 日本 CLT協会ホームページよりダウンロードが可能です。 

http://clta.jp/wp-content/uploads/2020/04/CLTokugaishiyou_guideline.pdf 

外壁・軒裏での現わし使用実績① 

外壁・軒裏での現わし使用実績② 

http://clta.jp/wp-content/uploads/2020/04/CLTokugaishiyou_guideline.pdf


 

左右の壁の隣接するラミナ幅が違うのですが、なぜでしょうか？ 

 

CLT は大版（マザーボード）を製造して、そこから必要な寸法の板を切り出しま

すので、端のラミナ幅は小さくなります。大版のままの場合も縁端はカットします

ので同様です。 

予め指定が有ればラミナ幅を合わせ加工することは可能な場合もありますが、通

常製品とは異なる扱いとなります。 
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Q11 

A11 
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Q12 杉の CLTを購入したのですが、表面の色が統一されていません。 

見た目が悪いので色を統一してもらえますか？ 

A12 スギは部位等によって色が異なります。意匠上問題の場合は、他の樹種をご使用

ください。樹木一般に言えますが、1本の木の中でも色は異なります。特にスギは

色の差が大きい樹種です。構造材の場合、強度等の品質が優先ですので色の選

別は製造基準外です。 

カラマツ トドマツ 

ヒノキ 

スギ スギ 

 
工場によって使用している樹種が異なりますので、 

樹種を指定したい方は工場にお問い合わせください。 



 

A14 

Q14 

A13 

Q13 ＣＬＴの耐用年数はどのくらいですか？ 

 

使用状況によって耐用年数は異なります。 

また、屋内使用においても現時点では明確な耐用年数を示す事は難しいです。 

CLTは新しい材料であり、長期間使用した実績はありませんが、一般の木質建材

(集成材等)と同等と考えております。 

ただし、点検・維持管理により耐用年数は大きく異なります。 
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保護塗料には何を使えばよいのでしょうか？ 

依頼すれば工場で塗ってもらえますか？ 

 

工場出荷時に塗装することは可能です。 

CLT に特化した推奨商品はありませんが、市販されている屋外用の木材保護

塗料には，通常，防腐･防虫･防カビ効果を有する成分を含みます。塗料の種

類や色調により，木目の表れ具合や塗膜厚さが異なり，それぞれ一長一短があ

ります。耐候性は一般に造膜系の方が含浸系より優れ，透明系よりは濃い色

のものが優れています。一方，メンテナンスでは，含浸系は既存の塗膜に重ね

塗りが可能であるのに対し，造膜系は旧塗膜を除去するなどが必要になるな

ど，煩雑性があります。塗膜の耐久性は塗料の種類や環境によりかなり異なり

ますが，着色の造膜系は 5～7 年、半透明造膜系は 3～5年が目安として示

されています。また，半透明含浸系は 2～3年目までに 1 回目の塗り替えを行

うことが多いとされています。 

塗装による意匠性，使用環境，メンテナンス計画やコスト性等から，塗料取

扱店と上で決定するのがよいかと思います。 



(有)片山建築研究所一級建築士事務所 
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屋外現わしの使用例 
OLD BOY野々口ショールーム 

提供：(有)片山建築研究所一級建築士

事務所 

提供：艸建築工房 

高知学園大学 



















 

 

 

 


